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卒業していく六年生と会談をしています。卒業を控え

た今の、等身大の心情を知ることを目的に行っていま

す。（詳細は本校ＨＰ「面談記録」を参照下さい） 

必ず聞くことにしている質問の中に「６年○組は、ど

んなクラスですか」があります。その答えの中に、「学

び合い」というワードが頻繁に出てきます。その例を紹

介します。 

 

「みんな元気。休み時間も元気。学び合いも活発で楽しい」 

「全体的に、助け合っている。学び合い、教え合いが楽しい」 

「みんな仲がいい、学び合いをやりやすい。教え合っているのがいい」 

「けんかはあるけど、直ぐ仲良く学び合いができる」 

「みんな笑顔、分からないと助け合っている明るいクラス」 

「今までとは違う。学び合いが楽しい。みんながみんな、同じくらい優しい」 

「仲間思い。学び合いで、分からない人を教え合っている」 

「明るい、授業も楽しいし、みんな話しているし、頭に勉強が残る」 

「何でも言ってしまうけど、探求しようとしている、深く知ろうとしている」 

「毎日盛り上がっている、授業も学び合っていて、楽しい」    などなど 

 

上記以外にも「みんなが助けてくれる」「授業中も仲がいい」「たくさん話せる」 

「過ごしやすい」「緊張しなくていい」「居心地がいい」などの言葉がありました。

その理由を尋ねると、返答の中に「学び合い」という言葉が必ず登場してきます。 

 学校は勉強する所、と三学期の始業式で話しました。勉強が楽しければ、学校も

楽しくなります。勉強で仲間と学び合えれば、人間関係もよくなります。六年生と

の会談で、学び合いによって学校生活を楽しんでくれてい

る子が多いことを実感し、嬉しくなりました。 

   

2 月 13 日には、今年度の校内研修の総括を行いました。

令和６年度も引き続き、「学び合い」を核に、子供が安心し

て学び伸びていく学校作りをしていきたいと考えています。 

学校長 村越 新 



  

 

２月に入り、複数のクラスで学級閉鎖をしました。年度末を迎える今、インフル

エンザ感染予防については、例年以上に力を入れなければならない状況が続きそ

うです。 

各学級で取り組んでいる感染予防対策の例を紹介します。 

  ・霧吹きでカーテンを湿らせる。 

  ・濡れタオルをハンガーにかけておく。 

  ・加湿器を作動しておく。 

  ・休み時間には、カーテンを開けて換気を行う。  

  ・室内の机等を水拭きする。 

  ＊児童への指導   しっかり手洗い、うがい、水分補給 

新型コロナ、インフルエンザ共に、抵抗力が下がってきたときに入り込みやすい

と言われています。抵抗力を高めるためにも、新型コロナウイルス対策として意識

していた「抵抗力を高める４つのポイント」を思い出していただけると幸いです。 

１ ８時間以上の睡眠      

２ バランスのよい３度の食事 

３ ３０分以上の適度な運動   

４ メディア（ゲーム、スマホ、パソコン）２時間以内 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
   扇小学校ＨＰ 「日記」より 

２月１４日（水）感謝・季節・成長 

ボランティア感謝の会を行いました。インフル

エンザ等感染の関係で、多くの学年がオンライン

参加となってしまいましたが、感謝の気持ちは伝

わったと思います。手紙を渡し、代表の子があい

さつをしました。「僕たちのために時間を割いてく

れてありがとうございます。おかげで楽しく学校

で活動できます」と述べてくれました。体育館で

参加できた子で「花」の合唱をプレゼントしまし

た。会が終わって、ボランティアの方に感想を聞

くと「すばらしい」「乱れない姿に感動した」「子

供に進行してもらってうれしかった」と、喜んで

くださいました。 


